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会長インフォメーション
PRESIDENT INFORMATION

会長：津野 友邦

事務所：〒540-0001　大阪市中央区城見2丁目2番22号
　　　　ホテルモントレ　ラ・スール大阪
電話：06-6937-8171 ファックス：06-6937-8011
例会日：毎週火曜日　12時30分／例会場：ホテルモントレ ラ・スール大阪
会長：津野友邦／幹事：稲垣良二／SAA：須田幸史朗
電子メール：rcosatrm@cf.mbn.or.jp
ホームページ：https://rc-osaka-tsurumi.jp/

大阪鶴見ロータリークラブテーマ 「 クラブ存続のための会員増強～次の10年に向けて～」

（2ページに続く）

母子の健康月間

ロシアとウクライナの戦争が始まって今日で1年と1カ月
少しが経ちましたが、先週末にウクライナ研究の第一人者、
神戸学院大学の岡部芳彦教授のお話を聞いてきました。
とても話題豊富な関西人らしいネタ満載の楽しいご講演
でした。
その中で印象に残っている話をお伝えしたいと思いま
す。
なぜ戦争が始まったのか、岡部教授の独自の視点で次
のような話をされていました。
1つは戦争が始まった一番の原因はゼレンスキーかもし
れないと仰っていました。どういうことかというと、岡部教
授はゼレンスキーのことを機会主義者と表現していました。
より有利な状況が目の前にあればそれを選択してきたよ
うに見える、就任以来長期的なビジョンは見られないとの
こと。2019年5月に大統領に就任後の6か月間はロシア抱
きつき外交（土下座外交）を展開していたそうです。この
当初の外交が、プーチンに、こいつならウクライナを征服

できる、と思わせてしまったのかもしれないと。
もう一つはプーチンの「妄想的歴史観」。これがメイ
ンではないかと仰っていました（NATO加盟問題など国
際政治の背景よりも）。ではその妄想的歴史観というの
は何か、20世紀前半のイヴァン・イリインというファシ
スト思想家の影響を受けた陰謀史観だと指摘されてい
ました。プーチンの発言を見ているとこういった思想家
の陰謀史観を反映した傾向が強くなっているようです。
イリインは著書の中で「ウクライナ人がロシアという有
機体の外にある別個の存在であること」を否定してい
ます。著書の中でもウクライナ人というのはカッコ書き
表記されているほどそれ自体の存在を否定していたそ
うです。こういった陰謀史観にのめり込み、ついには
2021年7月に「ロシア人とウクライナ人の歴史的一体
性」というプーチン論文がロシア語・ウクライナ語で発
表されることになりました。その内容は、ウクライナ人の
民族性を否定し、国家としてのウクライナの主権はロシ
アとともにでなければあり得ないといったものだったよ
うです。

君が代・四つのテスト 荒城の月

〈第1783回〉 2023年4月4日（火） 本年度第28回

担当：中森会員

クラブフォーラム（青少年奉仕部門） ２０２５大阪・関西万博のレガシーと
次世代の新規事業

担当：赤井会員

4月11日（火）

イマジンロータリー



（１ページより）

本日は２６８０地区直前ガバナーの吉岡様、米山奨
学委員長の坂田様、贄田様をお迎えしての例会です。よ
ろしくお願いします。
3/25に寝屋川RCホストでIM３組RDが開催されまし

た。参加頂いた皆さま、お疲れさまでした。山崎実行委員
長には、閉会式にて引継ぎの挨拶をして頂き、ありがとう
ございました。次年度はホストクラブとなりますので、よ
ろしくお願いします。
3/14にフレッシュロータリアン研修に津野会長・中森
会員・稲垣で参加してきました。他クラブとのいい意見交
換ができました。
台湾華朋RCから２２周年記念パーティーへのお誘い
がきております。参加希望の方は事務局までお願いしま
す。

25日（土）の今年度のロータリーデーにご参加いただ
いた皆様、お疲れ様でございました。ここから学ぶ点、気
がついた点は、多々あったように思います。

がついた点は、多々あったように思います。
4月4日の例会後、理事会前に実行委員会を開催いた

します。
また、7月の新年度からは、委員長、副委員長のみなら
ず、会員全員参加の実行委員会をお願いすることになり
ますので、皆様よろしくお願いいたします。

プーチンの「一体性」論文は発表後、ロシア兵士にも読
むように指示されています。教授曰く、残念なことに、フェ
イクニュースやプロパンガンダの元、「妄想の歴史観」は
多くの兵士やロシア国民に信じられている状況であるこ
とも仰っていました。
ではいま我々にできることは何でしょうか。
冒頭で戦争が始まって1年1カ月が経ったと書きました

が、それは間違いで、岡部教授の著書では一年ではなく、
2014年のクリミア侵攻以降8年間ずーっと戦争が続い
ており、この8年間世界がそれについて無関心だったこと
が、プーチンに今回の戦争を決断させた背景があるのか
もしれないと記載されています。
一番大事なのは関心を持ち続けること、忘れないこと、
研究者や個人によるファクトチェック、「事実を知る」努力
が大事ではないかと仰っていました。

秀 島 会 員 桜満開の美しい日に、吉岡さまはじめ　
みなさんようこそ。ウクライナでも全国で
桜が花開いているそうです。

稲 垣 会 員 3/18に初孫が生まれました。

菊 井 会 員 本日、菊井が卓話担当です。私の尊敬す
る直前ガバナーの吉岡博忠様にロータ
リーに誇りが持てるお話をしていただき
ます。吉岡様よろしくお願いいたします。

源 会 員 春より次男が野球留学で青森八戸へ、娘
が就職で東京へ行きます。先週は引っ越
しの為、車で青森～東京へ行ってきまし
た。遠かったです…。

中 森 会 員 皆様ごぶさたしております。
桜の開花と共に戻ってまいりました。
よろしくおねがいします。

津 野 会 員 吉岡様、本日は卓話ありがとうございま
す。勉強させていただきます。

伊 丹 R C
吉岡 博忠様

本日、卓話させていただきます。拙い話
になりますが、宜しくお願いいたします。

￥37,000.-　　累計　￥514,000.-

秀島　博規

なし

4月  5日　津野　友邦、　4月26日　菊井　康夫
4月29日　須田幸史朗

4月1日 菊井　康夫、　4月1日 水間　頼孝
4月1日 小栗　隆

各会員

◆誕生日

◆結婚記念日

◆ホームクラブ10回連続

◆事業所創立日

なし

◆在籍年数

幹事報告 幹事：稲垣 良二

IM3組RD実行委員会報告 委員長　山崎　修一

今月の表彰とお祝い



担当：菊井会員

大阪鶴見クラブ様での卓話の機会を与えていただき
光栄に存じます。
菊井先生とは、法務局の人権擁護委員会でご一緒させ

ていただいております。
私の所属する伊丹クラブは、2680地区兵庫県の東端

で大阪府に接しています。
またスポンサークラブは、大阪クラブで特別代表も大
阪クラブで、1958年創立、今年65周年を迎えておりま
す。
本日の卓話テーマ「日本ロータリーの誇り」は、日本

ロータリーが独自の歴史をたどり、RIの方向性との違い
をお話申し上げます。
もちろん、クラブ自治権は、定款・細則・章典に則っての
運営であることを前提としております。
直近3名のRI会長テーマの共通していますのは、「人の

つながりと他者への奉仕が自分自身を豊かにする」とい
うことです。202１‐22年シェカール・メータ氏「奉仕しよ
うみんなの人生を豊かにするために」、2022-23年ジェ
ニファー・ジョーンズ氏「IMAGIN　ROTARY」、2023-24
年ゴードン・マッキナリー氏「世界に希望を生み出そう」
は共通して世界平和の希求を表しています。

ロータリー創立以前より、その倫理感が確立しています。
最澄・「忘己利他」、二宮尊徳・「報徳思想」、近江商人・
「三方よし」、石田梅岩・「石門心学」、福沢諭吉・学問ノス
スメ」、新渡戸稲造・「武士道」、渋沢栄一・「士魂商才」と、
挙げれば枚挙にいとまがありません。この倫理感とりわ
け職業倫理は、「ロータリーの日本化」として「大連宣言」

卓 話

3月28日【1782回】

会員数　 　 　 　 2 5 名

（内出席規定免除  9名）

出席会員   16名中 12名

出席免除会員  9名中  4名 

出 席 率 16/20  80.00%

ビジター　　　　 3名

ゲスト　　　　　 1名

出席総数　　　　 20名

前々回  2/28 Ｍ/Ｕ0名

修正出席率 15/18 190.48%

担当：菊井会員

日本ロータリーの誇り
－日本ロータリー・次の世紀に向けて－

講師：国際ロータリー第2680地区
直前ガバナー　吉岡　博忠 氏

等を経て独自の進化を遂げて参りました。
この進化の誇りを日本ロータリアンが継承し、なぜ、私
達はロータリーが好きなのか？ロータリーの魅力、喜び、
誇りとは？ロータリアンとして、譲れない核心とは？本来
なら出会えない異業種の会員が、ロータリーの志を共に
する仲間となって集う「親睦の喜び」、仕事の在り方を
「学ぶ喜び」、生活のあらゆる場面で社会に貢献する「奉
仕の喜び」。自らを「我、道義の職業人たらん」と律し、自
らを多少なりとも立派な人間であると思う「自尊の心」を
育む必要があるのではないでしょうか。

ロータリークラブは、本物を思考する行動人が出会う
社交クラブです。お互い切磋琢磨し、本物の社交クラブ
作り上げて参りましょう。

その他詳細は、パワーポイントをご参照くださいませ。




